
過　敏　症  

日本標準商品分類番号 
８７３９１９，８７４４９ 

【組成・性状】 
　※１．組成 

　グルコリンＳ注射液は１管（プラスチックアンプル）２０ｍＬ中次の

成分・分量を含む無色澄明の水性注射液である。 

２．製剤の性状 

　グルコリンＳ注射液は無色澄明の水性注射液で，においはなく，味

は甘い。 

 ｐＨ：６．５～７．５ 

　浸透圧比：１．９～２．３ 

 

【効能・効果】 
　小児ストロフルス，湿疹・皮膚炎，蕁麻疹，皮膚　痒症，口
内炎，フリクテン，薬疹・中毒疹 
　慢性肝疾患における肝機能異常の改善 
  

【用法・用量】 
　通常，成人には１日１回５～２０ｍＬを静脈内に注射する。なお，
年齢，症状により適宜増減する。 
　慢性肝疾患に対しては１日１回４０～６０ｍＬを静脈内に注射ま
たは点滴静注する。年齢，症状により適宜増減する。なお，増
量する場合は１日１００ｍＬを限度とする。 
 

 【使用上の注意】 
１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）  
　高齢者［低カリウム血症等の発現率が高い。］（「高齢者への
　投与」の項参照） 
２．重要な基本的注意 

　①ショック等の発現を予測するため，十分な問診を行うこと。 
　②ショック発現時に救急処置のとれる準備をしておくこと。 
　③投与後，患者を安静な状態に保たせ，十分な観察を行うこと。 
　④甘草を含有する製剤との併用は，本剤に含まれるグリチル
　　リチン酸が重複し，偽アルドステロン症があらわれやすく
　　なるので注意すること。 
３．相互作用 

　併用注意（併用に注意すること） 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 
①本剤に対し過敏症の既往歴のある患者 
②アルドステロン症の患者，ミオパシーのある患者，低カリ
　ウム血症の患者［低カリウム血症，高血圧症等を悪化させ
　るおそれがある。］ 

４．副作用 

　本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を
　実施していない。 
　①重大な副作用 
　　１）ショック，アナフィラキシーショック：ショック，アナ
　　　フィラキシーショック（血圧低下，意識消失，呼吸困難，
　　　心肺停止，潮紅，顔面浮腫等）があらわれることがある
　　　ので，観察を十分に行い，異常が認められた場合には，
　　　直ちに投与を中止し，適切な処置を行うこと。 
　　２）アナフィラキシー様症状：アナフィラキシー様症状（呼
　　　吸困難，潮紅，顔面浮腫等）があらわれることがあるの 
　　　で，観察を十分に行い，異常が認められた場合には，直
　　　ちに投与を中止し，適切な処置を行うこと。 
　　３）偽アルドステロン症：増量又は長期連用により高度の低
　　　カリウム血症，低カリウム血症の発現頻度の上昇，血圧
　　　上昇，ナトリウム・体液の貯留，浮腫，体重増加等の偽
　　　アルドステロン症があらわれるおそれがあるので，観察
　　　（血清カリウム値の測定等）を十分に行い，異常が認め
　　　られた場合には投与を中止すること。 
　　　また，低カリウム血症の結果として，脱力感，筋力低下
　　　等があらわれるおそれがある。 
　②その他の副作用 
　　下記のような症状があらわれることがあり，投与量の増加
　　により血清カリウム値の低下，血圧上昇の発現頻度の上昇
　　傾向が見られる。 
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１９９０年４月 
２００２年７月 

グリチルリチン酸一アンモニウム 
　　　　　　　（グリチルリチン酸として） 

Ｌ－システイン塩酸塩水和物（無水物として） 

グリシン 

ピロ亜硫酸ナトリウム 

クエン酸水和物，水酸化ナトリウム，塩化ナトリウム 

２０ｍｇ 

４０ｍｇ 

４００ｍｇ 

３ｍｇ 

 

 

添 加 物　 

※※２０１２年８月改訂（第６版） 
 
　※２００７年１０月改訂 

貯　　法：室温保存 
使用期限：容器，外箱に表示の使用 
　　　　　期限内に使用すること 
注　　意：「取扱い上の注意」の項参照 
処方せん医薬品 
注意―医師等の処方せん 
により使用すること （ ） 

　 

頻 度 不 明 

呼　吸　器  

そ　の　他  

咳嗽 

　　眼  一過性の視覚異常（目のかすみ，目のチカチカ 
等） 
全身倦怠感，筋肉痛，異常感覚（しびれ感，ピ 
リピリ感等），気分不良，頭痛，熱感，発熱， 
過呼吸症状（肩の熱感，四肢冷感，冷汗，口渇， 
動悸），尿糖陽性 

機序・危険因子 薬剤名等 臨床症状・措置方法 
ループ利尿剤 
　エタクリン酸 
　フロセミド等 
チアジド系及びその
類似降圧利尿剤 
　トリクロルメチア
　ジド 
　クロルタリドン等 

低カリウム血症（脱
力感，筋力低下等）
があらわれるおそれ
があるので，観察（血
清カリウム値の測定
等）を行うなど十分
に注意すること。 

これらの利尿作用が，
本剤に含まれるグリ
チルリチン酸のカリ
ウム排泄作用を増強
し，血清カリウム値
の低下があらわれや
すくなる。 

モキシフロキサシン
塩酸塩 

心室性頻拍（Ｔｏｒｓａ-
ｄｅｓｄｅｐｏｉｎｔｅｓを含
む），ＱＴ延長を起こ
すおそれがある。 

本剤が有するカリウ
ム排泄作用により血
清カリウム濃度が低
下すると，モキシフ
ロキサシン塩酸塩に
よる心室性頻拍（Ｔｏｒ-
ｓａｄｅｓｄｅｐｏｉｎｔｅｓを
含む），ＱＴ延長が発
現するおそれがある。 

消　化　器  嘔気・嘔吐，上腹部不快感 
循　環　器  血圧上昇 
体液・電解質 血清カリウム値の低下，浮腫 

発疹，蕁麻疹，そう痒 



 


